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東
京
農
業
大
学
の
創
始
者
で
あ
る
。 

 

パ
ネ
ル
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
に
於
け
る
日
本

側
全
権
公
使
時
代
の
出
で
立
ち
で
あ
り
、
榎

本
武
揚
に
関
す
る
歴
史
的
な
資
料
、
ゆ
か
り

の
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
外
国
人

留
学
生
等
を
対
象
と
し
た
教
育
資
料
が
陳
列

し
て
あ
る
。 

 

こ
こ
を
出
る
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア
、
イ
チ
ョ

ウ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
林
間
庭
園
で
あ
る
。
そ

こ
を
抜
け
る
と
「
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
、
一
階
に
は
「
実
学
の
杜
」
と
銘
打

ち
、
本
学
の
黎
明
期
か
ら
現
代
ま
で
の
記
録
、

そ
の
他
幅
広
い
分
野
の
研
究
と
実
践
の
記
録

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
創
設
期

の
１
９
１
１
年
第
１
回
選
抜
（
入
学
）
試
験

問
題
が
目
に
つ
い
た
。
①
物
理
・
化
学
「
固

体
の
比
重
を
測
定
す
る
方
法
を
述
べ
よ
。
」
な

ど
５
問
、
②
数
学 

③
英
語
の
各
入
学
試
験

問
題
は
当
時
の
学
問
に
対
す
る
関
心
の
深
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
、
大
正
期
の
卒

業
論
文
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念

な
が
ら
榎
本
武
揚
ゆ
か
り
の
鉄
隕
石
素
材
に

よ
る
「
流
星
刀
」
が
、
修
理
中
で
見
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
馬
事
公
苑
そ
ば
の
「
食
と
農
の
博

物
館
」
に
移
動
す
る
。
展
示
物
・
文
献
な
ど

目
を
通
す
箇
所
が
多
々
あ
り
、
昼
食
後
再
度
、

博
物
館
に
取
っ
て
返
し
、
常
設
展
エ
リ
ア

を
”
じ
っ
く
り
”
と
堪
能
し
た
後
、
進
化
生

物
学
研
究
所
の
バ
イ
オ
リ
ュ
ウ
ム
の
巨
大
温

室
に
入
る
。
こ
こ
に
は
、
原
猿
類
の
キ
ツ
ネ

ザ
ル
４
種
類
２
６
匹
と
、
１
ｍ
サ
イ
ズ
の
ゾ

ウ
亀
が
居
る
。
ま
た
、
植
物
は
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
や
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
熱
帯
性
の
植
物
群
を

中
心
に
栽
培
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

見
学
は
予
想
以
上
に
時
間
を
要
し
、
予
定

の
「
世
田
谷
美
術
館
」
の
鑑
賞
と
「
砧
公
園
」

の
散
策
は
取
り
止
め
と
な
り
１
５
時
に
農
大

前
に
て
解
散
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
第
２
回
の
名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ

キ
ン
グ
は
、
今
回
実
施
出
来
な
か
っ
た
前
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２
か
所
巡
り
と
今
秋
工
事
完
成
と
な
る
馬
事

公
苑
の
散
策
を
担
当
理
事
役
と
し
て
検
討
し

た
い
。 

 

今
回
、
次
の
２
点
が
印
象
深
く
残
っ
た
。 

○
「
東
京
農
大
の
生
み
の
親 

榎
本
武
揚
」

に
び
っ
く
り
。
函
館
戦
争
で
の
幕
臣
榎
本
武

揚
と
し
か
思
い
出
せ
な
い
中
、
東
京
農
大
見

学
で
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。 

○
「
稲
の
事
は
稲
に
訊
け 

農
業
の
事
は
農

民
に
訊
け
」
は
初
代
学
長
横
井
時
敬
の
実
学

の
真
髄
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
代
で
も
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
い
る
言
葉
と
言
え
る
。 

 

湘
南
支
部
長 

表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈 

令
和
５
年
度
の
湘
南
支
部
長
表
彰
状
・
感

謝
状
を
総
会
の
場
に
お
い
て
次
の
皆
様
方
へ

支
部
長
か
ら
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
長
年
に
亙

る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今

後
共
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
な
お
、
総
会
に
欠
席
さ
れ

た
方
へ
は
郵
送
致
し
ま
し
た
。
） 

支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

表
彰
状
（
正
会
員
） 

・
田
中 

了 

平
成
３
０
年
以
来
５
年
間
、
支
部
理
事

役
と
し
て
役
職
名
「
会
員
」
、
「
神
奈

川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
」
、
「
広
報
官

激
励
」
の
各
担
当
主
任
と
し
て
的
確
に

そ
の
業
務
を
遂
行
し
、
所
期
の
成
果
を

得
る
と
共
に
、
支
部
理
事
役
会
の
円
滑

な
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

・
藤
間
順
一 

平
成
３
０
年
以
来
５
年
間
、
支
部
理
事

役
と
し
て
「
事
務
局
」
及
び
「
防
災
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
積
極
的
に
そ
の

業
務
を
遂
行
し
、
支
部
理
事
役
会
の
円

滑
な
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

・
皷 

達
也 

平
成
３
０
年
以
来
５
年
間
、
支
部
理

事
役
と
し
主
と
し
て
役
職
名
「
防
災
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
積
極
的
に
そ
の

業
務
を
遂
行
し
、
支
部
理
事
役
会
の

円
滑
な
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

感
謝
状
（
特
別
会
員
） 

・
泉
川 

博 

 
 

平
成
２
８
年
入
会
以
来
支
部
の
諸
活
動

に
参
加
、
協
力
戴
き
ま
し
た
。 

・
臼
井
忠
欣 

 
 

平
成
２
８
年
入
会
以
来
支
部
の
諸
活
動

に
参
加
、
協
力
戴
き
ま
し
た
。 

・
喜
瀬
美
恵
子 

 
 

平
成
２
８
年
入
会
以
来
理
事
役
と
し
て

諸
活
動
に
参
加
、
協
力
戴
き
ま
し
た
。 

 

 

湘
南
支
部 

令
和
５
年
第
１
回
名
所
旧
跡

探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ
「
東
京
農
業
大
学
」 

支
部
理
事
役 

西
村 

剛 

第
１
回
名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ
は

「
東
京
農
業
大
学
」
及
び
「
世
田
谷
美
術
館
」

そ
し
て
「
砧
（
き
ぬ
た
）
公
園
」
と
い
う
盛

り
沢
山
の
計
画
の
下
、
６
月
１
７
日
（
土
）

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
８
名
の
参
加
会
員
で
実

施
す
る
事
が
出
来
た
。
１
０
時
に
小
田
急
線

成
城
学
園
前
駅
に
集
合
の
後
、
バ
ス
移
動
で

「
農
大
前
」
着
。 

東
京
農
業
大
学
は
、
旧
陸
軍
機
甲
整
備
学

校
の
跡
地
で
あ
り
当
時
の
古
風
な
石
造
り
の

正
門
を
入
る
。
そ
こ
は
東
京
農
業
大
学
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
そ
の
学
校
法
人
と

し
て
の
沿
革
は
、
明
治
２
４
年
３
月
徳
川
育

英
会
を
母
体
と
し
た
私
立
育
英
黌
農
業
科
に

始
ま
り
、
明
治
２
６
年
５
月
私
立
東
京
農
学

校
と
改
称
、
明
治
４
０
年
１
月
私
立
東
京
高

等
農
学
校
と
改
称
、
そ
し
て
明
治
４
４
年
私

立
東
京
農
業
大
学
と
改
称
、
大
正
１
４
年
５

月
大
学
令
に
よ
り
東
京
農
業
大
学
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。 

当
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
応
用
生
物
学
部
・

生
命
科
学
部
・
地
域
環
境
科
学
部
・
国
際
食

料
情
報
学
部
が
設
置
さ
れ
、
他
に
、
厚
木
キ

ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
、
北
海
道
網
走
市
に
在

る
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
物
産
業
学

部
が
あ
る
。
学
部
生
、
大
学
院
生
、
研
究
生
、

関
連
企
業
よ
り
の
研
修
者
、
短
期
交
換
留
学

生
等
約
１
万
４
千
名
近
く
が
籍
を
置
い
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
農
大
の
系
列
校
と
し
て
、

東
京
情
報
大
学
（
総
合
情
報
学
部
等
：
千
葉

県
）
、
第
一
高
等
学
校
・
中
等
部
（ 

世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
隣
設
）、
第
二
高
等
学
校
・
中
等

部
（
群
馬
県
高
崎
市
）、
第
三
高
等
学
校
・
付

属
中
学
校
（
埼
玉
県
東
松
山
市
）
等 

が
あ
る
。

「
国
際
セ
ン
タ
ー
」
に
入
る
と
、
何
故
か
「
榎

本
武
揚
」
の
大
き
な
写
真
パ
ネ
ル
が
目
に
入

る
。
掲
載
し
た
写
真
は
そ
の
前
で
の
“
８
シ

ョ
ッ
ト
”
で
あ
る
が
、
榎
本
武
揚
は
な
ん
と 
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 特
別
法
人
会
員 

 

㈱
櫻
井
興
業
、
テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
㈱
、 

 

平
塚
八
幡
宮 

特
別
会
員 

 

市
川
和
広
、
和
栗 

清
、
河
野
太
郎
、

星
野
剛
士
、
吉
田 

実
、
飯
島
邦
光
、

日
下
部
亘
男
、
国
松 

誠
、
大
野
直
人
、

木
村
俊
雄
、
山
本 

哲
、
松
長
由
美
絵
、

塩
坂
源
一
郎
、
宮
城
覚
映
、
鈴
木
道
子
、

原 

康
二
、 

正
会
員 

 

荻
原
洋
聡
、
横
山
安
廣
、
菅
野
新
一
、

森
崎
賢
治
、
其
浦
勇
治
、
対
馬
正
幸
、

小
林 

勉
、 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

正
会
員 

 

・
池
田
周
平 

元
陸
上
自
衛
隊 

 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

平
牧 

弘 

氏 

 
 
 
 

 
 

令
和
５
年
４
月
７
日 

ご
逝
去 

・
牛
尾
裕
春 

 

平
成
２
９
年
入
会
以
来
支
部
の
諸
活
動
に
参

加
、
協
力
頂
き
ま
し
た
。 

・
山
本 
哲 

 
 

平
成
２
９
年
入
会
以
来
支
部
の
諸
活
動
に
参

加
、
協
力
頂
き
ま
し
た
。 （

順
不
同
・
敬
称
略
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
会
県
会
長 

表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈 

令
和
５
年
度
神
奈
川
県
隊
友
会
会
長
の
表
彰
状
・

感
謝
状
が
６
月
１
０
日
県
総
会
の
場
に
お
い
て
湘
南

支
部
の
次
の
方
々
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

感
謝
状
・
府
川
太
郎 

特
別
会
員 

湘
南
支
部
特
別
会
員
と
し
て
、
長
き
に
亙
り
、
総

会
、
安
保
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
、
防
衛
講
演
会
、
部
隊

研
修
等
支
部
の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
多

く
の
協
力
、
支
援
を
得
る
等
支
部
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
戴
き
ま
し
た
。 

表
彰
状
・
平
川
幹
雄 

正
会
員 

湘
南
支
部
筆
頭
副
支
部
長
、
湘
南
支
部
理
事
役
、

神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛
活
動
、
同
活
動

の
的
確
な
会
計
処
理
及
び
県
理
事
役
と
し
て
、
支

部
の
諸
活
動
及
び
業
務
運
営
に
極
め
て
積
極
的

に
参
画
し
、
そ
の
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
大
き
く

貢
献
戴
き
ま
し
た
。 

表
彰
状
・
吉
富 

望 

正
会
員 

湘
南
支
部
理
事
役
と
し
て
、
支
部
の
諸
活
動
及
び

業
務
運
営
に
極
め
て
積
極
的
に
参
画
し
、
そ
の
業

務
の
円
滑
な
実
施
に
大
き
く
貢
献
戴
き
ま
し
た
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
１
回
「
予
備
自
衛
官
と
は
」 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

 

海
外
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
必
要
と
な
る
防
衛

力
を
急
速
か
つ
計
画
的
に
確
保
す
る
た
め
予
備
役
制

度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
予
備
自
衛
官
等
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
普
段
は

一
般
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
等
に
従
事
し
な
が

ら
、
一
方
で
は
自
衛
官
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
練
度 

編
集
後
記 

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
便
り
」
遺

骨
収
集
記
事
で
す
が
、
荻
原
理
事
役
が
令
和

５
年
度
遺
骨
収
集
事
業
で
６
月
下
旬
か
ら
７

月
中
旬
ま
で
出
国
と
な
り
ま
す
の
で
、
記
事

の
再
開
は
８
月
以
降
と
な
り
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・07/08（土） 

 第４回支部理事役会 

・07/24（月） 

 ７月隊友紙発送 

・08/05（土） 

 第５回支部理事役会 

・08/17（木） 

 ８月隊友紙発送 

・08/下旬（予定） 

 部隊研修 

・09/09（土） 

 第６回支部理事役会 

・09/25（月） 

 ９月隊友紙発送 

を
維
持
す
る
た
め
に
訓
練
に
応
じ
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
防
衛
招
集
や
災
害
招
集
な
ど
に
応
じ
て
出
頭

し
、
自
衛
官
と
し
て
任
務
を
遂
行
し
ま
す
。 

陸
上
自
衛
隊
は
昭
和
２
９
年
、
海
上
自
衛
隊
は
昭

和
４
５
年
、
航
空
自
衛
隊
は
昭
和
６
１
年
に
予
備
自

衛
官
制
度
を
発
足
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
平
成
９
年
に
即

応
予
備
自
衛
官
制
度
を
発
足
、
平
成
１
３
年
に
は
、

一
般
人
か
ら
も
予
備
自
衛
官
に
任
官
可
能
な
予
備
自

衛
官
補
制
度
を
発
足
し
ま
し
た
。 

平
成
２
３
年
３
月
１
１
日
に
発
災
し
た
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
、
予
備
自
衛
官
等
制
度
発
足
以
来
初

の
災
害
招
集
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

      

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
本
の
男
性
育
児
休
暇 支

部
理
事
役 

皷 

達
也 

「
子
の
看
護
休
暇
」
を
取
得
し
た
男
性
は
５
．
２
％
、

女
性
は
２
５
．
３
％
（
内
閣
府
２
０
１
４)

と
差
が
明

確
で
あ
る
。
子
の
看
護
休
暇
を
利
用
し
な
い
男
性
の

理
由
は
「
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
２
３
．
５
％
。 

「
育
児
休
業
」
は
取
得
を
希
望
す
る
男
性
は
３
０
％

で
あ
る
が
実
際
に
取
得
者
は
６
．
１
６
％
で
あ
る
。

取
得
期
間
は
１
か
月
未
満
が
８
割
で
子
ど
も
の
い
る

男
性
の
３
割
が
１
か
月
以
上
取
得
し
た
か
っ
た
と
回

答
し
て
い
る
（
２
０
１
８
年
度
雇
用
均
等
基
本
調

査
）
。
国
に
よ
り
制
度
は
異
な
る
が
Ｅ
Ｕ
で
は
平
均

２
０
％
く
ら
い
は
取
得
し
て
お
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
９
割
の
男
性
が
取
得
す
る
。
日

本
で
は
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
希
望
と
実
際
の
取

得
が
乖
離
し
て
い
る
。
育
児
休
業
を
取
得
し
な
か
っ

た
男
性
の
理
由
は
「
取
得
に
く
い
雰
囲
気
だ
か
ら
」

２
６
．
６
％
「
企
業
が
制
度
を
整
備
し
て
い
な
い
か

ら
」
２
６
％
「
業
務
が
繁
忙
期
で
あ
っ
た
か
ら
」
２

１
．
２
％
と
企
業
側
に
も
原
因
が
あ
る
よ
う
だ
。
国 

連
児
童
基
金
の
世
界
の
子
育
て
支
援
政
策
に
関
す

る
報
告
で
、
日
本
の
男
性
育
児
休
暇
制
度
は
１
位

の
評
価
で
あ
る
が
、
取
得
ケ
ー
ス
は
非
常
に
少
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
世
界
１
位
で
あ
る
理
由

は
取
得
可
能
な
期
間
の
長
さ
・
賃
金
に
比
し
た
給

付
金
額
の
割
合
を
国
ご
と
に
比
較
す
る
と
日
本
は

世
界
一
だ
が
、
取
得
率
の
低
さ
は
ワ
ー
ス
ト
で
あ

る
。
家
事
子
育
て
の
時
間
に
つ
い
て
も
女
性
の
方

が
多
く
、
男
性
の
方
が
か
か
わ
る
時
間
が
少
な
い

（
厚
生
労
働
省
）
。
理
由
は
時
間
外
労
働
や
持
ち

帰
り
の
仕
事
が
多
く
、
企
業
側
も
社
員
の
家
族
の

こ
と
ま
で
気
に
す
る
余
裕
は
な
く
業
績
を
重
視
し

家
庭
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
の
で
あ
る
。 

 

２
０
０
０
年
頃
よ
り
日
本
で
は
女
性
の
就
業
者

増
加
に
伴
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
比
率
が
上
昇
し

た
（
２
０
２
０
年
に
は
３
６
．
３
％
）
。
各
国
定

義
に
基
づ
く
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
比
率
は
、
オ

ラ
ン
ダ
で
は
７
割
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
日

本
で
の
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

賃
金
水
準
は
低
く
男
性
育
休
が
取
得
し
づ
ら
い
。 

 

２
０
２
２
．
４
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
法
改

正
に
よ
り
、
育
休
の
分
割
取
得
・
産
後
パ
パ
休
暇
・

企
業
側
の
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
・
育
休
取
得

率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
２
０
２
２
．
８
、

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
も
産
休
取
得
し
話
題
と
な
っ

た
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
１
０
月
に
は
産
後
パ
パ

育
休
が
施
行
さ
れ
、
詳
細
は
省
く
が
男
性
が
育
児

休
暇
を
分
割
取
得
が
可
能
と
な
っ
た
。
母
と
父
が

交
互
に
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
長
期
間

就
業
で
き
な
い
状
態
が
改
善
さ
れ
る
。
医
療
者
に

は
女
性
が
多
く
、
医
療
者
不
足
の
対
策
に
も
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
隊
友
会
の
会
員
に
は
企
業
経
営
者
や
管
理
的
立

場
の
者
な
ど
幅
広
く
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
子
育
て
や
共
働
き
が
し
や
す
い
職
場
を
目
指
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
六
月
十
八
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 即応予備自衛官 

シンボルマーク 

 
予備自衛官標旗 

 
予備自衛官補標旗 


